
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

回

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

回

回

円

箇所（就任～H26.11末現在）

●まつやま農林水産物ブランド認定品（８品目）

紅まどんな、せとか、ぼっちゃん島あわび、カラマンダリン

瀬戸内の銀鱗煮干し、松山長なす、松山一寸そらまめ

伊台・五明こうげんぶどう

●トップセールスの実施回数（就任以降）

・販路拡大に向けた流通関係者（市場）へのトップセールスは11回

   ※カラマンダリン4回、紅まどんな4回、せとか3回

・大手百貨店でのトップセールスは8回

・その他イベント等でのトップセールスは17回

●首都圏大手百貨店でのプロモーション

※トップセールス等の実施により三越伊勢丹との連携が図れ、

　各店舗でプロモーション（試食宣伝販売）を実施

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 1

トップセールスの
実施回数

トップセールスで「まつやま農林水産物ブランド」
を全国発信し、「地産知招」（ちさんちしょう・・・地
元産品で人を招く）を実現します。

取組名
農林水産物ブランドの

全国発信
担当課 農林水産課

2,281,000 4,300,000

H25年度

H25年度

10

15

7

8

31

10

5,400,000

11

22

H26.11末現在

H26.11末現在

4

103

首都圏大手百貨店でのプロモーション回数

（内、紅まどんな（三越伊勢丹）回数）

（内、紅まどんなプロモーション時の売上額） 322,000 1,356,000

3

1

1 3

8

11

実績

指標

新規取扱い店舗数（品目別・延べ）

「紅まどんな」のトップセールス 
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団体

人

●えひめ・まつやま産業まつり（Ｈ23年度～）

愛媛県と合同で開催

● フリーペーパー「おいしいまつやま」によるＰＲ（Ｈ24.1創刊～H26.3）

配布数 年6回発行　18,000部

設置協力店舗数

H23年度＝364　H24年度＝546　

H25年度＝561　

● フリーペーパー「おいしいまつやま ぷらす」によるＰＲ（Ｈ26.11創刊）

配付数 年3回発行 20,000部

設置協力店舗数

　 平成26年度＝486

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 1
トップセールスで「まつやま農林水産物ブランド」
を全国発信し、「地産知招」（ちさんちしょう・・・地
元産品で人を招く）を実現します。

取組名 「地産知招」の推進 担当課
都市ブランド戦略課

地域経済課

実績

産業まつり出展者数 330 313 334 335指標

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

来場者数 97,000 114,000 121,000 120,000

「おいしいまつやま」と「おいしいまつやまぷらす」の創刊

多くの人で賑わう「えひめ・まつやま産業まつり」 
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件

件

件

件

●太陽光発電システムや太陽熱利用システム、家庭用燃料電池を設置した

世帯（個人）や法人に対し、設置費用の一部を助成

●補助により設置した太陽光発電システム数

中核市１位（H25年度末の累積補助件数）

●「環境モデル都市」に選定（Ｈ25.3） ※全国で23都市

松山サンシャインプロジェクトの推進

スマートコミュニティの推進

歩いて楽しい健康増進のまちづくりの推進

地域循環システムの推進

●環境モデル都市アクションプランの策定（Ｈ26.3）

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 2
太陽・風力などのクリーンエネルギーや公共交
通の拡充に努め、地球温暖化防止を強化しま
す。

取組名
クリーンエネルギーの

導入促進
担当課 環境事業推進課

指標

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 H25年度 H26.11末現在

太陽光発電システム設置補助件数 1,440 1,435 1,608 1,679 650

204
太陽熱高度利用システム設置補助件数 － － 10 10 －

太陽熱利用システム設置補助件数 199 177 200 220

132

実績

家庭用燃料電池設置補助件数 － － 20 70
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●交通結節点の整備

・・・乗継利便性の向上やバリアフリー化による公共交通の利用促進

・伊予鉄道郊外線「いよ立花駅」、「久米駅」、「余戸駅」の

交通結節点整備計画を策定（H24年度）

・「いよ立花駅」測量設計（H25年度）

●公共交通利用促進のための環境整備

・伊予鉄道平井駅の駐輪場整備の補助（H23年度）

・伊予鉄道石手川公園駅バリアフリー化の補助（H24年度）

・伊予鉄道土橋駅バリアフリー化の補助（H25年度）

・低公害ノンステップバス11両の導入について補助（就任以降）

ｇ

●ペットボトルのみの分別収集を開始（H23.4～）

8種11分別

●障がい者による古着や廃食用油の回収（Ｈ23年度～）

H25年度回収量 古着314トン

廃油10,867リットル

●新西クリーンセンター供用開始（Ｈ25.4）

●市民1人１日当たりのごみ排出量　人口50万人以上の都市　8年連続最少

2位　八王子市 3位　広島市

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 2
太陽・風力などのクリーンエネルギーや公共交
通の拡充に努め、地球温暖化防止を強化しま
す。

取組名 ごみの減量・リサイクルの推進 担当課
環境政策課、清掃課、

清掃施設課、
障がい福祉課

取組名 公共交通の拡充 担当課 総合交通課

実績

実績

市民1人１日当たりの
ごみ排出量

839.1 828.7 827.8 816.5
指標

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度
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●魅力あるスポーツ大会の開催

・トライアスロン中島大会

・愛媛マラソン

「ランナーのクチコミ大会レポ2013」総合年間ランキング　全国1位

●まつやまスポーツ笑顔大賞（Ｈ24年度～）

●市長旗杯大会

※H26.11末現在

●国体開催に向けて審判員資格取得経費を補助（Ｈ25年度～）

※H26.11末現在

●スポーツ施設の整備

北条スポーツセンター体育館整備（Ｈ23.3）

坊っちゃんスタジアムグラウンド等大規模改修整備（Ｈ23年度）

総合コミュニティセンター第Ⅰ期大規模改修整備（H26～28年度）

リフレッシュパークへの野球場（2面）の整備（H28.3完成予定）

文化・スポーツ振興課

実績

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 3
スポーツ競技団体への支援、集客力のあるイベ
ントを誘致するなど、スポーツでまちを元気を与
えます。

年度 応募総数 選手参加人数

平成23年度 730人 491人

取組名 地域スポーツの振興 担当課

平成26年度 537人 436人

年度 募集枠 選手参加人数

平成24年度 664人 463人

平成25年度 625人 444人

平成24年度 8,000人 7,992人

平成25年度 8,500人 8,236人

平成22年度 5,000人 5,070人

平成23年度 7,000人 7,352人

平成24年度 357人

平成25年度 309人

年度 大会数

平成26年度 10,000人 －

年度 表彰数

平成25年度 30

平成26年度 17

年度 新規資格取得者

平成22年度 8

平成23年度 6

平成24年度 36

平成25年度 9団体25名

平成26年度 1団体26名
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●就任以降の主な大会等の誘致実績

【H23年度】

・プロ野球公式戦　東京ヤクルトVS広島　5月7日、8日　約32,000人

・第7回全日本女子硬式野球　8月6日～10日

・松山・台湾スポーツ交流事業　8月10日～12日　

・大学日本代表強化合宿　11月25日～27日

【H24年度】

・プロ野球公式戦　東京ヤクルトVS広島　4月14日、15日　約30,000人

・プロ野球公式戦　阪神VS広島　4月14日、15日　約44,000人

・マツダオールスターゲーム第2戦　7月21日　約26,000人

※地方球場で初となる２度目の開催

・女子野球日本代表合宿　8月5日～7日

・第8回全日本女子硬式野球　8月25日～29日

・ファーム日本選手権　福岡ソフトバンクVS千葉ロッテ　10月6日　約7,000人

・14th　WJBL　in MATSUYAMA　10月13日、14日　約1,100人

・15Ｕアジアチャレンジマッチ　11月23日～25日

・プロ野球オープン戦　東北楽天VS北海道日本ハム　3月12日　約2,500人

【H25年度】

・プロ野球公式戦　東京ヤクルトVS阪神　5月10日～12日　約50,000人

・第39回日米大学野球　第1・2戦　7月６日、７日　約4,500人

・第9回全日本女子硬式野球　8月3日～7日　

・女子プロ野球公式戦　8月24日、26日　約600人　

・15Ｕアジアチャレンジマッチ　11月23日～25日

【H26年度】

・第24回世界少年野球大会　8月1日～6日　約400人

・第10回全日本女子硬式野球　8月2日～6日　約800人　

・女子野球日本代表合宿　8月6日～9日　約30人

・プロ野球公式戦　東京ヤクルトVS横浜DeNA　8月23日、24日　約27,000人

・天皇賜杯第69回全日本軟式野球大会　9月12日～17日　約1,200人

【その他】

・ヤクルトスワローズ秋季キャンプの誘致

●スポーツ大会・合宿等開催助成金

※H26.11末現在

文化・スポーツ振興課
国体推進課

実績

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 3
スポーツ競技団体への支援、集客力のあるイベ
ントを誘致するなど、スポーツでまちを元気を与
えます。

年度 大会数

平成22年度 13

平成23年度 23

取組名 全国規模の大会の誘致 担当課

平成24年度 44

平成25年度 47

平成26年度 28
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●愛媛国体に向けた取り組み

・第72回国民体育大会 会期：H29.9.30～10.10

　≪松山市で実施される競技数≫

正式競技：13競技 特別競技：1競技

公開競技：2競技 デモンストレーションスポーツ：8競技

・第17回全国障害者スポーツ大会 会期：H29.10.28～10.30

　≪松山市で実施される競技数≫

正式競技：6競技

オープン競技：2競技

H23年度 ・「第72回国民体育大会松山市準備委員会」の設置

・中央競技団体会場地正規視察（12競技）

H24年度 ・「国体競技基本計画」の策定

・中央競技団体会場地正規視察（なぎなた）

H25年度 ・専門委員会の設置

　 （総務企画・競技式典・宿泊衛生・輸送交通）

・中央競技団体会場地正規視察（水泳）

H26年度 ・第72回国民体育大会及び第17回全国障害者スポーツ大会の

　愛媛県開催決定に伴い、準備委員会を改組し、

　「愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会松山市実行委員会」設置

プロ野球オールスターゲーム 
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● 道後地区

（Ｈ24年度）

・モビリティセンター設置に向けて、電気自動車等を貸し出す

　社会実験を実施（Ｈ24.11～Ｈ25.1）

● 花園町通り

（Ｈ24年度）

・歩行者空間の創出や自転車レーンの設置など、

　道路空間再配分の社会実験を実施（Ｈ24.10.25～11.4）

・社会実験で生まれた空間を利用し、フードストリートを開催

（Ｈ25年度）

・地元協議（アーケード撤去等）

・道路再配分及び道路景観詳細設計に着手

（Ｈ26年度）

・無電柱化工事に着手

・伊予鉄道軌道施設移設設計に着手

● 市駅前

（Ｈ25・26年度）

・市駅前空間改変に伴う調査・検討など

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 4
中心地の衣・食・住・にぎわい空間を整備、まち
の魅力の向上に努めます。

取組名
歩いて暮らせるまちづくりの

推進
担当課

都市政策課
道路建設課

実績

花園町通りで実施した社会実験 

花園町通りのイルミネーション 
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●再開発の支援

・千舟町四丁目北地区（アヴァンサ千舟　Ｈ25.3完成）

・二番町三丁目南地区（お城下パーキング二番町　Ｈ25.3完成）

・二番町三丁目南第一地区（ゴンドラ・Ｈ27年度完成予定）

・大街道二丁目東地区（森ビル）

施設建設工事着工(H26.4)

Ｈ27年夏　13階建、ホテル・ブライダル・商業の複合施設完成予定

●景観計画の策定

Ｈ26年度　　景観計画（中心地区）の策定

●新たな中心市街地活性化基本計画の策定（H26.10.17認定）

計画期間：H26.11～H32.3

●まちなか・子育て市民交流センター「てくるん」開設（Ｈ24.3）

　 H25.6　利用者10万人達成

H26.5　利用者20万人達成

●アーバンデザインセンターの設置（Ｈ26.2）

公民学連携によるまちづくり拠点の整備

みんなのひろば（芝生広場）オープン（H26.11）

取組名 中心市街地の活性化 担当課
都市デザイン課

地域経済課

実績

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 4
中心地の衣・食・住・にぎわい空間を整備、まち
の魅力の向上に努めます。

みんなのひろば 
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●「まつやま経営交流プラザ」オープン（H25.9）

・中小企業診断士の指導のもと、企業経営や創業を支援

・実績（H26.11末現在）

利用者数：延べ8,584名

創業相談者数：49名

創業者数：６件

※「創業者」とは、これまで全く経営経験がなく、

　　プラザで創業支援を受け、開業するまでに至った者。

●松山市中小企業振興基本条例の施行（H26.4.1）

●中小企業支援プログラム(H26年度～)…25事業　約31億円

≪新規主要施策≫

・中小企業向け融資制度の拡充

・中小企業向け運転資金貸付利子に対する補助金制度の創設

・住宅リフォーム助成制度の創設

住まいるリフォーム補助

…工事費に対し10％補助、上限30万円ほか加算措置

●地域経済の持続的な発展に向けた連携・協力協定締結（H26.5.27）

(株)伊予銀行、(株)愛媛銀行、愛媛信用金庫との間で、

創業の促進や中小企業支援など、地域経済の持続的な発展に

連携して取り組むための協力協定を締結

●中小企業振興円卓会議の設置（H26.6）

第１回中小企業振興円卓会議開催（H26.6）

第２回中小企業振興円卓会議開催（H26.9）

●松山市中小企業振興基本条例施行記念シンポジウムの開催（H26.7.28）

参加者数：１３０名

実績

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 5
ITの活用や、産・官・学の連携による新規産業を
育成し、雇用創出に努めます。

取組名 中小企業の振興 担当課 地域経済課

中小企業振興円卓会議 
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件

人 （就任以降～H26.11末現在）

件

人 （就任以降～H26.11末現在）

●市外からの主な誘致実績

　・H23.4：　(株)パソナテック（コールセンター、雇用計画310人）

　・H24.3：　Ｓｋｙ(株)（ＩＴ、雇用計画15人）

　・H24.4：　(株)Ｅ－ＳＯＬＡＲ（機械製造、雇用計画70人）

　・H25.3：　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(株)（ＩＴ、雇用計画60人）

　・H25.9：　(株)ＫＤＤＩエボルバ（コールセンター、雇用計画425人）

人（就任以降～H26.11末）

千円

●松山市雇用対策育成支援事業による就職者数（内訳） ※Ｈ26.11末現在

人

人

人

人

● シルバー人材センター内に「いきいき仕事センター」

（高齢者就労総合相談窓口）を開設（H26.7.1）

※H26.11末実績

人

人

件

人

人

6 「誇れる」まちの長所を活かし笑顔に 5
ITの活用や、産・官・学の連携による新規産業を
育成し、雇用創出に努めます。

735

実績

取組名 雇用対策の推進 担当課

取組名 企業誘致の促進 担当課 地域経済課

指標

奨励金を活用した企業立地 24

雇用計画人数 1,171

うち、コールセンター誘致 2

雇用計画人数

実績

松山市若年者正社員化支援事業【職業訓練奨励金】 79

地域経済課

指標

松山市雇用対策育成支援事業
による就職者数

241

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 H25年度

テレワーク業務受注額 13,180

（うち正規雇用者数） （61）

松山市資格取得等支援事業 38

松山市地域雇用創造事業 124

27,070 31,370 50,482

求人者数 55

就職者数 9

相談者数(高齢者) 222

求職登録者数 90

求人登録事業者数 32
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